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若
林

異
教
授

略
年
譜
・
主
要
論
文
・
著
訳
書
一
覧



昭
和
四
年

昭
和
十
七
年

昭
和
二
二
年

昭
和
二
三
年

昭
和
二
四
年

昭
和
二
五
年

略
年
譜
、
主
要
論
文
・
著
訳
書
一
覧

四
月
三
日
、
新
潟
県
佐
渡
郡
両
津
町
に
生
ま
れ
る
。

四
月
、
新
潟
県
立
佐
渡
中
学
校
（
旧
制
）
に
入
学
。

三
月
、
同
校
卒
業
。

四
月
、
慶
謄
義
塾
大
学
文
学
部
予
科
（
旧
制
）

に
入
学
。
同
級
に
田
久
保
英
夫
が
い
て
親
交
を
結
ぶ
。
彼
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ジ
ョ
イ
ス
の
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
な
ど
に
読
み
ふ
け
る
寡
黙
な
青
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
ひ
そ
か
に
創
作
家
を

-15-

志
す
。

四
月
、
慶
謄
義
塾
大
学
文
学
部
（
新
制
）
に
入
学
。

四
月
、
仏
文
学
専
攻
課
程
に
進
学
、
佐
藤
朔
教
授
、
白
井
浩
司
助
教
授
を
中
心
と
す
る
同
課
程
は
フ
ラ
ン
ス
戦
後
文
学
の
研

究
と
紹
介
の
日
本
の
メ
ッ
カ
と
目
さ
れ
て
い
て
、
楼
刺
の
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

『
三
国
文
学
』
四
月
号
の
新
人
特
集
に

短
編
小
説
「
一
塊
の
砂
糖
」
が
選
ば
れ
る
。
こ
の
頃
よ
り
山
川
方
夫
、
桂
芳
久
等
と
の
文
学
的
交
流
が
始
ま
る
。
ま
た
、
毎

週
水
曜
日
に
新
宿
の
紀
伊
国
屋
書
店
喫
茶
部
で
催
き
れ
て
い
た
三
田
文
学
水
曜
会
に
山
川
、
桂
等
と
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。

原
民
喜
、
堀
田
善
衛
、
柴
田
錬
三
郎
氏
等
の
諸
先
輩
、さ
ら
に
若
い
世
代
の
先
輩
安
岡
章
太
郎
氏
や
遠
藤
周
作
氏
（
渡
仏
直

斗
削
の
）や
、
東
大
出
身
の
吉
行
淳
之
介
氏
等
に
お
会
い
し
た
の
も
、
こ
の
会
合
の
席
上
で
あ
っ
た
。

十
二
月
、
文
学
部
自

治
会
誌
「
文
林
』
第
9

号
に
短
編
「
車
窓
」
が
選
ば
れ
る
。
同
号
に
同
じ
く
掲
載
さ
れ
た
「
バ
ン
ド
の
休
暇
」
は
山
川
方
夫



昭
和
二
六
年

昭
和
二
七
年

昭
和
二
八
年

昭
和
三
O
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
二
年

の
処
女
作
で
あ
る
。
続
い
て
次
年
度
の
同
誌
に
「
海
の
誘
い
」
が
選
ば
れ
、
山
川
の
「
安
南
の
王
子
」
が
評
判
に
な
る
。

九
月
、
桂
、

田
久
保
等
と
語
ら
い
、
桂
の
知
り
合
い
の
東
大
生
、
広
島
大
生
な
ど
を
誘
っ
て
、
同
人
誌
「
文
学
共
和

山
川
、

国
』
を
創
刊
す
る
。
中
編
小
説
「
多
忙
な
土
曜
日
」
が
『
文
学
界
』
の
同
人
雑
誌
評
で
、
山
本
健
吉
氏
の
認
め
る
と
こ
ろ
と

な
る
。
（
同
誌
は
翌
年
七
月
の
第
四
号
で
終
刊
。
）

『
三
田
文
学
』
七
月
号
に
評
論
「
小
説
の
危
機
に
つ
い
て
」
が
新
人
評
論
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。

『
三
回
文
学
』
三
月
号
よ
り
山
川
、田
久
保
、
桂
、
林
（
峻
一
郎
）
等
と
編
集
協
力
者
と
し
て
同
誌
の
編
集
に
参
画
す
る
。
三

月
、
仏
文
学
専
攻
課
程
を
卒
業
。
卒
業
論
文
は
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
l

リ
ヤ
ッ
ク
と
現
代
小
説
の
問
題
」
と
題
し
て
佐
藤
朔

教
授
に
提
出
。
同
論
文
の
骨
子
は
周
年
の
『
三
国
文
学
』
六
、
七
月
号
に
「
現
代
小
説
の
問
題
｜
｜
F

・
モ
l

リ
ヤ
ッ
ク
を

め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
と
題
し
て
分
載
さ
れ
る
。

四
月
、
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学
。

昭
和
二
九
年

同
年
秋
、
奥
野
健
男
、
吉
本
隆
明
、
服
部
達
、
遠
藤
周
作
、
清
岡
車
行
、
日
野
啓
三
、
村
松
剛
等
が
創
刊
し
た
『
現
代
評
論
』

に
同
人
と
し
て
参
加
、
同
誌
第
二
号
に
「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
論
」
を
発
表
。

九
月
、
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
（
仏
語
担
当
、
三
二
年
三
月
ま
で
）
。

三
月
、
修
士
課
程
卒
業
、
文
学
修
士
。
修
士
論
文
は
佐
藤
朔
教
授
へ
提
出
の
「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
に
お
け
る
小
説
の
生
成

と
発
展
の
研
究
」
。
四
月
、
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
入
学
、
同
課
程
の
創
設
第
一
回
生
と
な
る
。
慶
謄
義
塾
大
学
文
学

部
副
手
（
専
門
課
程
）
に
任
用
さ
れ
る
。

四
月
、
慶
嬉
義
塾
外
国
語
学
校
非
常
勤
講
師
（
仏
語
担
当
、
昭
和
三
八
年
三
月
ま
で
）
と
な
る
。
十
月
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
パ

タ
イ
ユ
の
小
説
『
轟
惑
の
夜
（
原
題
C

・
神
父
）
』
の
翻
訳
が
講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
。
画
家
の
岡
本
太
郎
氏
が
「
ジ
ョ
ル



昭
和
三
四
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
六
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
O
年

ジ
ュ
・
パ
タ
イ
ユ
の
思
い
出
」
と
題
す
る
情
熱
的
な
序
文
を
寄
せ
て
く
れ
た
本
書
は
、
私
の
最
初
の
訳
書
で
あ
る
と
同
時
に
、

わ
が
国
に
お
け
る
パ
タ
イ
ユ
紹
介
と
翻
訳
の
晴
矢
と
な
る
。

三
月
、
大
学
院
博
士
課
程
終
了
、
満
期
退
学
。
四
月
、
文
学
部
助
手
（
専
門
課
程
）
に
昇
任
。
九
月
、
遠
藤
周
作
氏
の
跡
を

襲
っ
て
文
化
学
院
非
常
勤
講
師
（
仏
語
、
仏
文
学
担
当
、
昭
和
四
一
年
三
月
ま
で
）
と
な
る
。

五
月
、
ピ
エ
l

ル
・
ク
ロ
ソ
ウ
ス
キ
l

の
小
説
『
ナ
ン
ト
の
勅
令
破
棄
』
、
『
ロ
ベ
ル
ト
は
今
夜
』
を
遠
藤
周
作
氏
と
の
共
訳

で
河
出
書
房
新
社
よ
り
刊
行
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
版
「
鍵
」
と
喧
伝
さ
れ
た
本
書
が
わ
が
国
に
お
け
る
ク
ロ
ソ
ウ
ス
キl
紹
介

と
翻
訳
の
鳴
矢
と
な
る
。

四
月
、

文
学
部
専
任
講
師
（
専
門
課
程
）
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に
昇
任
。

丸
谷
才
一
、
篠
田
一
士
、
橋
本
一
明
、
中
山
公
男
、

川
村
二
郎
、
菅
野
昭
正
、
清
水
徹
、
高
松
雄
一
、
永
川
玲
二
等
に
よ
る

「
文
学
グ
ル
ー
プ
秩
序
」
に
参
加
、
『
秩
序
』
六
三
年
夏
期
号
に
「
出
ら
れ
な
い
ド
ア
｜
｜
「
う
ま
の
す
ず
草
」
｜
｜
」
と
題

す
る
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の

『
バ
リ
ュ
ー
ド
」
論
を
発
表
す
る
。

一
一
月
、
第
二
回
慶
謄
義
塾
福
津
基
金
海
外
派
遣
留
学
生
と
し
て
、フ
ラ
ン
ス
郵
船
ラ
オ
ス
号
に
て
渡
航
。
船
旅
を
選
ん
だ
の

は
明
治
以
降
の
西
洋
留
学
生
の
伝
統
的
コ
l

ス
を
辿
っ
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
東
西
文
明
の
距
離
を
実
感
す
る
。
約

一
月
後
に
マ
ル
セ
l

ユ
港
に
着
き
、
列
車
ミ
ス
ト
ラ
ル
号
で
パ
リ
に
向
か
う
。

パ
リ
大
学
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
校
そ
の
他
の
教
育
機

関
で
聴
講
す
る
傍
ら
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
に
ゆ
か
り
の
地
を
歴
訪
し
資
料
を
蒐
集
す
る
。

パ
リ
滞
在
中
、
ピ
エ
l

ル
・
ク

ロ
ソ
ウ
ス
キ

l

、

ア
ン
リ
・
ト
マ
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ビ
ュ
ト

l

ル
氏
等
の
知
遇
を
得
る
。

一
一
月
十
七
日
、パ
リ
の
オ
ル
リ
ィ
空
港
か
ら
日
航
機
で
帰
国
の
途
に
つ
く
。
機
中
に
て
、
帰
国
後
に
山
川
方
夫
と
交
わ
す
は



昭
和
四
四
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
九
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
五
年

ず
の
戦
闘
的
会
話
を
想
像
裡
で
組
み
立
て
て
い
た
。
二
月
二
十
日
に
そ
の
山
川
は
仕
事
場
の
あ
っ
た
神
奈
川
県
二
宮
町
の
国

道
上
で
輪
禍
に
遭
い
、
嘱
望
さ
れ
た
新
進
作
家
と
し
て
の
活
躍
が
ま
さ
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に
、
三
五
歳
の
生
涯

を
閉
じ
る
。
こ
れ
が
私
の
日
本
再
会
の
初
体
験
に
な
る
。
四
月
、

文
学
部
助
教
授
に
昇
任
す
る
。
立
教
大
学
文
学
部
非
常
勤

講
師
（
仏
文
学
特
講
担
当
昭
和
四
二
年
三
月
ま
で
）

と
な
る
。
十
月
、
学
生
部
副
部
長
（
兼
任
、
昭
和
四
二
年
九
月
ま
で
）

と
な
る
。

七
月
、
東
京
大
学
教
養
学
部
非
常
勤
講
師
（
仏
語
、
外
国
文
学
担
当
、
昭
和
四
六
年
三
月
ま
で
）
と
な
る
。
十
月
、
早
稲
田

大
学
第
一
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
文
芸
演
習
担
当
、
昭
和
四
五
年
三
月
ま
で
）

と
な
る
。

四
月
、

文
学
部
教
授
（
専
門
課
程
）
に
昇
任
。
北
里
大
学
医
学
部
非
常
勤
講
師
（
仏
語
担
当
、
昭
和
四
七
年
三
月
ま
で
）
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と

な
る
。

数
年
来
日
本
全
土
を
荒
れ
狂
っ
た
大
学
騒
動
で
慶
謄
義
塾
に
も
物
心
両
面
の
荒
廃
が
蔓
延
し
、
心
身
共
に
疲
労
困
懲
し
た
私

は
自
分
の
職
業
に
虚
し
き
を
覚
え
、
そ
の
う
え
近
年
相
つ
い
で
肉
親
を
失
っ
た
痛
手
も
あ
っ
て
、

一
種
の
精
神
的
危
機
に
見

舞
わ
れ
る
。
そ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
久
方
ぶ
り
に
小
説
の
創
作
に
手
を
初
め
、
『
新
潮
』
七
月
号
に
長
編
小
説
「
海

を
畏
れ
る
」
を
発
表
（
翌
年
文
芸
春
秋
か
ら
刊
行
）
す
る
。

十
月
、
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
フ
ラ
ン
ス
現
代
文
学
担
当
、
昭
和
五
一
年
三
月
ま
で
）

と
な
る
。

四
月
、
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
に
昇
任
。
十
月
、
慶
嬉
義
塾
女
子
高
等
学
校
長
に
就
任
す
る
（
兼
任
、
昭
和
五
七
年
九
月

ま
で
）
。

十
月
、
慶
謄
義
塾
理
事
に
就
任
す
る
（
兼
任
、
昭
和
五
七
年
九
月
ま
で
）
。



昭
和
六
一
年

昭
和
六
三
年

平
成
元
年

平
成
三
年

平
成
四
年

平
成
七
年

四
月
、

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
（
仏
文
学
特
講
担
当
、
昭
和
六
三
年
三
月
ま
で
）と
な
る
。

十
月
、
ピ
エ
l

ル
・
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
『
ジ
ル
』
（
国
書
刊
行
会
昭
和
六
二
年
刊
）
に
よ
り
、一
九
八
八
年
度
日
本
翻

訳
文
化
賞
を
受
賞
。

四
月
、
慶
謄
義
塾
大
学
義
文
学
会
委
員
長
と
な
る
（
慶
謄
義
塾
常
任
理
事
就
任
に
伴
い
六
月
辞
任
）
。
五
月
、
石
川
忠
雄
塾
長

か
ら
慶
謄
義
塾
常
任
理
事
に
任
命
さ
れ
る
。
渉
外
、
国
際
交
流
、
役
員
会
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
後
四
年
間
、
国

内
国
外
各
地
の
三
田
会
、
海
外
の
諸
大
学
等
を
歴
訪
す
る
こ
と
に
な
る
。

五
月
、
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
新
学
長
就
任
式
典
に
塾
長
代
理
と
し
て
出
席
。

三
月
、
タ
イ
王
国
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
創
立
七
五
周
年
記
念
式
典
に
塾
長
代
理
と
し
て
、
ま
た
日
本
の
大
学
の
代
表
と
し
19 

て
、
出
席
し
祝
辞
を
述
べ
る
。
平
成
五
年

五
月
、
石
川
塾
長
の
退
任
に
伴
い
、
常
任
理
事
を
退
任
し
文
学
部
教
授
に
復
帰

す
る
。
十
月
、
新
設
の
慶
磨
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
所
長
に
就
任
す
る

（
兼
任
）
。

三
月
、
大
学
予
科
入
学
か
ら
数
え
て
四
七
年
、
職
を
奉
じ
て
か
ら
三
九
年
の
歳
月
を
閲
し
た
慶
謄
義
塾
を
、
万
感
の
謝
意
を

胸
に
抱
き
つ
つ
定
年
退
職
す
る
こ
と
に
な
る
。

主
要
論
文

「
《
テ
レl
ズ
・
デ
ス
ケ
ル
l

》
か
ら
《
贋
金
っ
か
い
》
へ
」
（
『
妻
文
研
究
』一
九
六
七
年
第
二
十
三
号
）

「
ミ
シ
ェ
ル
・
ビ
ュ
ト
l

ル
に
寄
せ
て
」
（
中
央
公
論
社
『
文
学
の
可
能
性
』
一
九
六
七
年
）



「
若
き
ナ
ル
シ
ス
の
憧
僚
と
苦
悩
｜
｜
ジ
ッ
ド
初
期
作
品
論
」
（
青
銅
社
一
九
七
六
年
）

「
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
崩
壊
ー
ー
ー
戦
後
フ
ラ
ン
ス
小
説
三
十
年
」
（
朝
日
出
版
社
一
九
七
七
年
）

「
小
説
発
見
の
小
説
」
（
大
修
館
書
店
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
講
座2
小
説
H

』
一
九
七
八
年
）

「
『
背
徳
者
』
の
両
義
性
｜
｜
消
去
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
解
読
の
試
み
」
（
『
妻
文
研
究
』

一
九
八
二
年
第
四
十
四
号
）

「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
『
田
園
交
響
楽
』
の
形
成
」
（
『
妻
文
研
究
』一九
八
九
年
第
五
十
四
号
）

著
書

『
海
を
畏
れ
る
』
（
創
作
小
説
）
（
文
芸
春
秋
一
九
七
三
年
）
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『
絶
対
者
の
不
在
』
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
論
集
）
（
第
三
文
明
社
一
九
七
三
年
）

「
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
作
家
作
品
事
典
』
（
共
編
、
講
談
社
一
九
八
一
年
）

『
二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
』
（
共
著
、
慶
謄
通
信
一
九
八
三
年
）

訳
書
（
単
行
本
収
録
の
み
）

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
『
贋
金
っ
か
い
』
（
集
英
社
一
九
九O
年
）
他
十
七
点

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ

l

リ
ヤ
ッ
ク
『
編
者
へ
の
接
吻
』
（
春
秋
社
一
九
八
七
年
）
他
三
点



ピ
エ
l

ル
・
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル

『
ジ
ル
』
（
国
書
刊
行
会
一
九
八
二
年
）
他
一
点

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ

『C
神
父
』
（
二
見
書
房
一
九
七
一
年
）

ピ
エ
l

ル
・
ク
ロ
ソ
ウ
ス
キ
l

「
歓
待
の
提
』
（
共
訳
（
河
出
書
房
新
社
一
九
八
七
年
）

ア
ラ
ン
・
ロ
ブ
グ
リ
エ

『
快
楽
の
館
』
（
河
出
書
房
新
社
一
九
六
九
年
）

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ユ
ル
ス
ナ
l

ル

『
夢
の
貨
幣
』
（
集
英
社
一
九
七
八
年
）

ア
ン
リ
・
ト
マ

「
岬
』
（
白
水
杜
一
九
六
四
年
）
他
一
点

エ
レ
l

ヌ
・
シ
ク
ス
ス

「
内
部
』
（
新
潮
社
一
九
六
九
年
）
他
一
点

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ッ
ソ
ン

『
さ
よ
う
な
ら
、
友
よ
』
（
読
売
新
聞
社
一
九
八
二
年
）

ジ
ェ
ル
メ
l

ヌ
・
ブ
レ

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ギ
ト
ン
共
著
『
小
説
の
時
代
』
（
共
訳
）（
紀
伊
国
屋
書
店
一
九
五
九
年
）

-21-

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
グ
リ
ー
ン

『
ク
リ
ス
チl

ヌ
』
（
筑
摩
書
房
一
九
六
四
年
）

ク
ロ
ー
ド
・
エ
ド
モ
ン
ド
・
マ
ニ
イ
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
小
説
史
』
（
共
訳
）

白
水
社
一
九
六
五
年
）
他
一
点

ジ
ャ
ン
・
ス
タ
ロ
パ
ン
ス
キ
l

『
ラ
シl

ヌ
と
視
線
の
詩
法
』
（
集
英
社
一
九
六
七
年
）

ア
ル
べ
l

ル
・
カ
ミ
ユ

「
ハl

マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
』
（
新
潮
社
一
九
七
三
年
）
他
一
点

マ
ル
セ
ル
・
ア
ル
ラ
ン

『
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
』
（
筑
摩
書
房
一
九
七
五
年
）


